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特許状況：出願中

がんの予防や免疫調節に関わる食品成分を培養細胞を用いたモデル系により検索し、その評価
を行っている。
これまでに、がんの抑制に関わるがん細胞アポトーシス誘導効果を示すフラボノイドやアントシア
ニン等の成分を明らかにすると共に、過剰な免疫反応の抑制に関わるクマリン誘導体を明らかにし
た。
更に、細胞内作用発現機構の解析を行い、がんや免疫疾患の予防に効果的な食品成分の摂取及
び利用法の解明を目指している。
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タンパク質の発現及び
活性化等の解析により、
生理活性成分の効果
発現機構を解明する

研究の内容

技術の特徴

今後の展開

参 考

活性成分の吸収、代謝、生体内での安定性の検討。
実験動物モデルにおける効果及び作用機構の確認。

がんの抑制

がん細胞
アポトーシス誘導効果がん細胞

線維芽細胞等

食品成分または
食品抽出物

生理活性成分
の同定

フラボノイド、アントシアニン、
クマリン等

細胞内作用
機構の解析
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免疫疾患の抑制

免疫調節に関わる
分子の発現抑制効果

1     2     3

(1 コントロール, 2 クマリン50µM
添加, 3 クマリン100µM添加)

機能性

情報広報課
スタンプ




